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文化と

福祉の核に

’９１

8 月

▲仮林「国見町観･1台公園文化センター」完戒予想図

町では、ふるさと創生

事業として、仮称「国 見

町観月台公園 文化センタ

ー」建設事業 を進めてお

ります。 この文化センタ

ー建設工事は、現在行わ

れてい る埋蔵文化財の発

掘 作業 か終わり次第、平

成６年 ４月 １日オープ ン

をめざして着工されます。 △ 5 0 0名収容の文化ホール



香り高い

文化の殿堂をめざして
～(仮称)｢国見町観月台公園文化センター｣建設へ～

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
串
業
と
し

て
の
、
仮
称
『
観
月
台
公
園
文
化
セ

ン
タ
ー
』
建
設
事
業
は
、
国
の

『
地

城
づ
ぐ
り
事
業
』
の
認
定
を
受
け
。

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

設
計
は
、
エ
ス
キ
ス
設
計
コ
ン
ペ

に
よ
り
決
定
し
た
。
山
形
市
の
本
川

利
雄
設
計
事
務
所
が
あ
た
り
、
町
鍛

会
や
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
懇
談
会
な

ど
の
資
重
な
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

国
見
町
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
・
文
化

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
ま
た
観
月
台
沼
と

の
調
和
を
求
め
た
文
化
セ
ン
タ
ー
建

設
に
向
け
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計

の
作
業
を
進
め
、
実
施
設
針
が
完
ｆ

し
ま
し
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら

『
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
建
物

づ
く
り
』
を
基
本
に
殴
き
、
気
軽
に

利
用
で
き
、
使
い
や
す
い
施
設
構
成

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
の
方
々
の
利
用
に
も
最
大

限
配
危
し
た
も
の
と
な

り
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
嬰
は
、
建
物
が
鉄
筋
鉄

骨
三
階
の
五
、
五
〇
〇
・
八
五
㎡
で
、

町
章
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
文
化
と
福
祉

の
複
合
的
な

セ
ン
タ

ー
楝

と
町
木

『
あ
か
松
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
五
〇

〇
名
収
容
の
ホ
ー
ル
棟
。
そ
の
他
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
な
ど
か
楽
し
め
る
芝
広

場
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
と
プ
ラ
ザ
、
駐

市
楊
で
、
総
敷
地
面
積
は
一
三
、
九

〇
〇
㎡
と
な

り
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
現
在
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
約
五
倍
の
建
築
而
積
の
文
化
セ
ン

タ
ー
か
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

町
で
は
、
こ
の
事
業
の
財
源
と
し

て
、
自
治
省
の

『
地
城
づ
く
り
事
業
』

認
定
の
起
債
を
中
心
に
．
総
額
二
七

億
三
千
八
百
八
十
万
円
の
三
か
年
間

の
継
続
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
．

建
物
は
、
セ
ン
タ
ー
楝
（
塔
峨
含

む
）
と
ホ
ー
ル
棟
の
二
っ
に
大
別
さ

れ
ま
す
か
、
具
体
的
な
内
容
は
次
の

と
お
り
と
な

り
て
い
ま
す
．

セ
ン
タ
ー
楝
一
階
は
、
作
業
室
を

兼
ね
た
書
庫
を
伽
え
る
図
書
室
．
和

室
は
四
四
畳
の
大
和
室
と
十
二
畳
の

小
和
室
の
２
部
屋
で
．
会
議
な
ど
に

使
用
さ
れ
ま
す
．
茶
室
は
八
畳
で
、

他
に
水
屋
と
前
室
が
備
え
ら
れ
ま
す
．

物
産
歴
史
資
料
展
示
室
は
．
町
の
特

産
品
や
工
場
で
生
産
さ
れ
た
製
品
の

展
示
、
歴
史
の
町
に
ふ
さ
わ
し
く
埋

蔵
文
化
財
や
古
文
書
・
民
族
資
料
な

ど
の
展
示
か
さ
れ
ま
す
．
多
目
的
ホ

ー
ル
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
示
会
・

物
産
展
示
・
歴
史
民
族
資
料
展
示
な

ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
．
ラ
ウ
ン
ジ
は

当
而
無
料
休
憩
所
と
し
て
使
用
．
そ

の
他
に
事
務
室
や
応
接
室
な
ど
と
な

「

て

い
ま
す
．

セ
ン
タ
ー
棟
二
階
は
、
世
代
間
の

ふ
れ
あ
い
フ
ロ
ア
を
基
調
と
し
て
、

ス
ベ
リ
台
や
ブ
ラ
ン
コ
を
備
え
た
盈

上
遊
園
地
．
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び

と
し
て
過
ご
せ

る
児
童
宣
．
各
種
会

縫
を
行
う
小
・
中
の
二
会
議
竃
．
様

々
な
芸
術
文
化
活
動
の
た
め
の
創
作

室
．
軽
障
害
者
を
対
象
と
し
た
デ
イ

ケ
ア
の
た
め
の
ゆ
と
り
ル
ー
ム
な
ど

が
配
置
さ
れ
ま
す
．

三
階
は
や
す
ら
ぎ
と
健
康
ゾ
ー
ン

と
し
て
、
体
力
と
健
康
増
進
を
目
的

と
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
．
入
浴
後

の
休
憩
や
高
齢
者
の
や
す
ら
ぎ
の
場

と
し
て
の
和
室
．
二
つ
の
浴
室
は
別

々
の
俄
能
を
備
え
、
月
変
わ
り
使
用

等
の
対
応
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
浴
室

も
楽
し
め
る
配
憲
も
さ
れ
て
い
ま
す
．

地
階
は
専
門
研
修
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

視
聴
覚
室
・
調
理
実
習
宝
が
あ
り
、

東
側
町
道
か
ら
も
入
れ
る
構
造
と
な

り
ま
す
．
こ
の
他
に
印
刷
室
・
職
八

更
衣
室
・
替
理
人
室
な
ど
か
で
き
ま

す
．シ

ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
の
塔
屋

は
展
望
室
と
な
り
信
達
平
野
を
眺
望

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

ホ
ー
ル
棟
は
．
明
る
い
感
じ
の
中

に
も
重
厚
さ
を
指
向
し
、
音
評
・
照

明
・
リ
（

Ｉ
サ
ル
童
な
ど
を
充
実
さ

せ
、
電
助
式
移
動
椅
子
三
三
〇
席
・

移
動
椅
子
一
七
〇
席
で
五
〇
〇
人
収

容
の
中
ホ
ー
ル
、
一
〇
〇
名
規
模
の

会
議
が
可
能
な
大
会
議
研
修
室
な
ど

で
す
．
ま
た
．
一
階
と
二
階
に
は
ゆ

と
り
の
あ
る
ロ
ビ
ー
を
備
え
、
客
席

へ
の
出
入
り
は
二
階
か
ら
も
で
き
る

レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
．

建
物
以
外
の
内
容
は
次
の
と
お
り

と
な

り
て

い
ま
す
．

七
二
台
収
砕
で
き
る
駐
車
場
か
整

備
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
対
し
。

『
今
日
の
車
比
会
で
は
不
充
分
』
と

の
指
桷
が
あ
り
ま
す
か
、
町
で
は
限

ら
れ
た
敷
地
面
積
で
の
整
備
で
す
の

で
、
車
の
相
乗
り
や
徒
歩
で
の
利
用

な
ど
を
し
て
欲
し

い
と
考
え
て

い
ま

す
。
芝
広
場
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も

可
能
な
広
さ
が
槌
備
さ
れ
ま
す
。
野

外
イ
ベ
ン
ト
広
場
は
、
野
外
集
会
や

催
し
物
が
可
能
で
、
夜
間
の
使
用
に

も
対
応
で
き
る
照
明
般
備
が
完
備
さ

れ
ま
す
。
プ
ラ
ザ
は
Ｊ
セ
ン
タ
ー
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
ま
た
大
き

な
集
会
・
会
旌
・
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

は
駐
車
場
と
し
て
開
放
さ
れ
る
予
定

で
す
。

こ
の
事
業
は
、
八
月
八
日
に
十
杜

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
で
「
安
藤
建

設
株
式
会
杜
」
が
落
札
し
、
八
月
十

二
日
の
議
会
に
お
い
て
工
串
請
負
契

約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
作
業
が
終

了
し
次
第
、
平
成
六
年
四
月
一
日
オ

ー
プ
ン
ま
で
の
約
二
年
半
の
艇
川
に

わ
た
り
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
工
事

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
。
工
事
中
の
セ
ン
タ
ー

利
用
へ
の
不
便
、
既
存
セ
ン
タ
ー
の

解
体
に
よ
る
公
民
館
活
動
・
社
会
教

育
・
杜
会
体
育
活
動
の
制
限
も
予
想

さ
れ
ま
す
か
、
本
事
業
成
功
の
た
め

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
順
い
い
た
し
ま
す
。



（

仮
称
）
　「
国

見
町
観
月
台
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
」
配
置
図

１階平面図 ①ラウンジ

②茶 室

③物産展示 。

歴史資料室

④和 室

⑤多目的スペース

⑥人広問

⑦図書室

⑧ロビー

⑨芝広場コート

⑩ 文化ホール

(眇大会議研修室

⑩ステージ

⑩正面玄関

２階平 面図
①創作室

②小会巌室

③中会議室

④ゆとりルーム

⑤ホール

⑥児童室

⑦屋上遊園 Ａロビー（完成予想園）

３階平面図ﾑ
①浴 室　　　 ｀

②和 室

③トレーニング
スペース

地階平面図

①視聴覚室

②調理実習室

③機械室

④東側入口



平
成
二
年
度

国
保
医
療
費

１
世
帯
：
：
3
5
万
円
　
１
人
：
：
1
2
万
円

国
民
健
康
保
険
（
諞
保
）
事
業
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費
に

充
て
る
た
め
相
互
扶
助
を
目
的
に
生
ま
れ
た
制
度
で
、
み
な
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
と
国
か
ら

の
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
の
国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

は
、
六
億
九
干
六
百
六
十
七
万
円
で
、
前
年
度
に
比
。へ
約
一
二
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
お
も
に
国
民
健
康

保
険
と
国
保

税
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
人
十
二
万
円
の

医
　
療
　
費

今
年
度
の
国
保
特
別
会
計
に
占
め

る
医
療
給
付
費
の
割
合
は
、
歳
出
総

額
の
八
五
％
に
当
た
る
五
億
九
千
二

百
八
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て

Ｉ・

四
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
月
割
り
に
す
る
と
四
干
九

百

二
十
四
万
円
の
医
療
費
給
付
と
な

り
、
年
間
一
世
帯
当
た
り
約
三
十
五

万
円
、
一
人
当
た
り
約
十
二
万
Ｉ
二
千

円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
の
医
療
費
給
付
実

績
は
、
一
世
帯
当
た
り
約
一
二
十
五
万

円
、
一
人
当
た
り
で
は
約
十
二
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
少
な
く
な
れ
ば
、
当
然

負
担
す
ぺ
き
国
保
税
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
常
に
健
淅
に

注
意
し
、
道
正

な
受
診
に
努
め
、
医

療
費
上
昇
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し

み
ん
な
の
保
険
税
が

国

保

の

支

え

平
成
一
二
年
度
の
国
保
税
（
現
年
度

課
税
分
）
は
。
二
億
九
千
七
百
四
十

一
万
円
で
、
町
年
に
比
べ
千
一
二
百
十

一
万
円
の
減
、
率
に
し
て
四
・
二
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

国
保
税
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

こ
の
財
源
を
大
切
に
使
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
納
期
内

完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

国民健康保険特別会計予算
歳 入

平成３年度　国 保 税 税 率

区　 分 ��腺税割合�税　　 率 �騎年度税率 �封　 比

応能

創 �

所 得割�42 ％ �4.96  % �5.65  % �87.8 %

�資産割�10 ％ �.62  % �35.67 % �97 ｺ %

応

益

割 �

妓保殃古
均 奪剤�.  5 % �

ｌ人当たり
Z4,065円 �

ｌ人当たり
四 .9 円 �100.4％

�世帯別
平 等 割�14.5 % �

１世帯当たり

3X},011円 �

ｌ世帯当たり
32. Ⅳ 5円 �93.3 %

国 保税 計算 例（４ 人 家族 の場 合）

・所 噂 額　1,550,0(X) 円

・課税僚準額　L240  ､ 円

・固定資産橿　　55,0(X) 円( 平均麒)

Ｉ。所 蕣 割61,s ）4円（1.z40.000円×
曾

）

Ｕ．資 産 第 19.  ｰ円（　5s.000円ｘ-!1111）

I. 均 等 割96, ｓo円（　.0 円×４Å）

Ｗ．平 等 創 ｌ）,011円（１世帯当たり.0 円3

針　206. 贏匐円

鏖最高 税 限 度　440.0｛x1円
歳 出

献
血
に
7
3名
が
協
力

七
月
五
日
、
県
の
移
助
採
血
車
が

来
町
し
ま
し
た
。
今
回
は
小
坂
小
学

校
前
を
は
じ
め
、
町
内
四
か
所
で
献

血
活
助
を
行
い
、
7
3名
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順

不
同

・
敬
称

略

）

・

印
の
方
は
四
〇
〇

｀
協
力
老
で
す
。

（
一
鮫

協
力
》

・
後

藤

征
男

横

山
　

タ
キ

・
佐

藤

洋

一

佐

藤
（

ル
子

斎
藤

松
男

《
国

見
町

輿
協
》

熊
坂
　

文

男

《
藤
田

郵
便
局
）

岩

城

恭

郎

《
国

見
一

子
》

梅

津

売
二

篠
田

国

枝

鴨
田
　

福

・

渡
辺
　

猛

・

長
尾

晴

美

秋

葉

玲
子

（
福

粱
製

作
所
》

佐

藤

勝

雄

・

斎

藤

光

幸

浦

野

和
志

大

橋
　

順

一

阿
部

澄
子

・
大
浦

昭
一

菊
地

芳
昇

菅
野

祝
子

鈴
木
由
美
子

森
　

晴
子

・
菅
野
　

浩

・
菊
地

幸
泊

・
阿
部

典
昭

金
子
　
明
弘

渡
辺
　

一
二
男

・

高
檎
　

守

・
引

地

正

仁

八
鳥
　

満



健康を守るため

人間ドックを

受けてみませんか
町では、働き盛りで忙しい青年・壮年・実

年の皆さんを対象に、入院（１泊２日）人間

ドック、日帰り（１日）人間ドックを次のと

おり実施しますので、ぜひ受検されますよう

お勧めします。

◇対　象 者

国見町国民健康保険の被保険者で69歳まで

の方。

◇申し込み方法・期限

料金を添 えて。平成３年９月10日まで申し

込み下さい。

◇閥い合わせ・申し込み

役場保健課国保係

酋(  ) 2n1 内線143

�入院人間ドック � 日帰 り人 間ド ッ ク

検査

期日 �

平成３年10月～平成４年３月

毎遇 火・木曜日 �

平成４年１月～３月

毎週 水・木曜日

検査

鳩所 �
公 立 藤 田 総 合 病 院

検査

項目 �

身体針測・呼吸器系検査・循環器系検査・腎機

能系検査・肝機能系検査・糖尿系検査・血液検

査・胆のう機能検査　

（日帰りは、腎機能・詛のう機能を除く）

料 金�5  . 6 0 0円 �2  . 5 0 0円

定員 � ８０名 � ８０名

老
人
保
健
制
度
に

ご
協
力
を
！

近
年
の
医
療
技
術
の
め
ざ
ま
し
い

進
歩
に
よ
り
、
わ
が
国
の
平
均
寿
命

は
著
し
く
伸
び
、
平
成
元
年
に
は
、

男
子
で
七
十
五
・
九
一
歳
、
女
子
で

八
十
一
・
七
七
歳
と
な
り
、
世
界
一

の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
．
一
方
、

出
生
率
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
た

め
．
全
体
の
人
口
に
占
め
る
老
人
の

比
率
は
急
速
に
増
加
し
．
現
在
は
国

民
一
〇
〇
人
の
う
ち
七
十
歳
以
上
の

老
人
は
約
七
人
で
す
が
、
西
暦
二
〇

〇
〇
年
に
は
一
一
人
に
．
二
〇
二
〇

年
に
は
約
一
八
人
に
も
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
．

医
療
費
に
正
し
い
理

解
を

お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら
っ
た
と

き
の
医
療
費
の
財
源
は
、
多
く
の
人

び
と
の
協
力
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
医
療
費
が
増
え
る
と

こ
れ
ら
の
人
ぴ
と
の
負
担
も
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
年
寄
り
の
医
療
費
が

な
ぜ
増
え
る
の
か
。
そ
の
要
因
と
考

え
ら
れ
る
も
の
は

邨
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る

②
慢
性
の
病
気
が
多
い

③
入
院
期
同
が
長
く
な
り
や
す
い

こ
の
よ
う
な
要
因
を
正
し
く
理
解

し
た
う
え
で
．
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
注
意
し
て

気
軽
に
相
談
で
き
る
家
庭
医
を
も
ち
、

健
康
で
楽
し
い
豊
か
な
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
ｅ

医
療
費
の

有
効
利
用
６
か
条

１
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

症
状
を
要
領
よ
く
説
明
し
ま
し
よ

２
家
庭
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

３
お
医
者

さ
ん
を
信
頼
し
、
同
じ
病

気
で
い
く
つ
も
ち
が
う
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

４
治
療
よ
り
も
ま
ず
予
防
を
心
が
け

５
健
康
診
査
を
禎
極
的
に
う
け
ま
し

６
栄
養
・
運
助
・
休
葵
の

”
健
康
三

原
則
”
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

受
診
の
と
き

健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保

険
な
ど
）
と
。
老
人
保
健
法
に
よ
る

健
康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証
の
Ｉニ
つ

が
必
要
で
す
。

健
康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証
は
受

診
資
格
を
、
保
険
証
は
医
療
保
険
の

加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

・
丸
山
　
新
古

菅
野

俊
則

・
山
内

克
美

《
朽
木
繊
維
）

朽
木

哲
也

・
朽
木

公
彦

森
木

弘
子

斎
藤

寿
浩

渋
谷
　

富

引
地
喜
久
男

野
村
美
智
子

佐
藤

共
子

佐
藤
由
美
江

佐
久
間
孝
志

一
條
　
勝
浩

（
国
見

町
商

工
會
）

佐
久
間
正
男

穐
月

辰
也

《
国

見
町
役

場
》

武
田
　

智

菅
野

信
朗

・
羽
根
田
孝
司

佐
久
間

茂

村
上
　
幸
平

菅
原

文
子

寺
島

正
男

高
檎

慎
二

朽
木

京
子

朽
木

英
子

制
野

瑞
子

・
朽
木

雅
彦

央
戸
　
せ
っ

朽
木

深
富

橘
内

美
芳

山
田
美
恵
子

荻
野
　

豊

武
田

圭
人

今
井

修
二

・
郤
水

正
春

佐
藤
　

孝

佐
久
間

正

菊
地

弘
美

宍
戸

浩
寿

武
田

幹
夫

蓬
田

恭
子

次回 の献 血車 来町 予定

９月1  7  日 (火）・!

9:00 －ｎ:30 国見町農協 大

・　　　 枝支所飼　1

12: 00ヽ13: 00 国良相餓前1

14: 00 ～15:30 福鳥消費組合

コープフ ート国見脾

15:45  ｧ 17:00 藤田小学校叡t



住みよい街づくりを
め ざし て

～ 公共下水道事業～

町
で
は
住
み
よ

い
街
づ

く
り
を
め
ざ
し

、
阿

武
隈
川
上
流
流

’域
下

水
道
「
県
北
処
理

区
」
の
関
連
公
共

下
水
道
と
し
て
昭
和

六
十
三
年

度
か
ら
公
共
下

水
道
の
整
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
回

は
、
八
月
下
旬
か
ら
三
月
中
旬

に
予
定
し
て
い
る

今
年

度
の
下

水
道
工
事

を
中

心
に
お
知
ら
せ

し
’ま
す

。

流
城
下
水
道
の
幹
線
に
接
続
す
る

た
め
の
町
の
公
共
下
水
道
工
事
は
、

い
・
・
一
　

●
一
・

１
・

１

本
管
工
事
と
面
整
備
の
工
事
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

本
管
工
事
は
、
平
成
二
年
度
ま
で

延
畏
約
一
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
主
と
し

て
藤
田
商
店
街
の
裏
通
り
を
中
心
と

す
る
字
町
裏
、
宇
北
、
字
甫
及
び
宇

堤
下
地
内
の
町
道
（
一
郎
県
道
含
）

約
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
延
長
に
埋

設
す
る
予
定
で
す
。
（
別
図
）

面
整
備
の
工
事
は
、
平
成
二
年
度

ま
で
約
四
・
ハ

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
整
偏

さ
れ
ま
し
た
か
、
今
年
度
は
約
三
・

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
か
見
込
ま
れ

て
お
り
、
本
管
工
事
に
面
す
る
地
城

か
該
当
し
ま
す
。

面
整
備
工
事
と
は

み
な
さ
ん
の
各
家
庭
や
事
業
所
の

・

ゆ
一
一
一

Ｉ

生
活
雑
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す
（
町

が
設
置
）
を
通
じ
、
本
管
ま
で
接
統

す
る
下
水
道
工
事
を
而
鍵
備
の
工
事

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
管
工
事
と
は

面
整
備
の
工
事
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
汚
水
を
、
県
が
行
う
流
城
ド
水
道

の
幹
線
に
接
続
す
る
ま
で
の
管
埋
設

工
事
を
い
い
ま
す
．

幹
線
と
は

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
生
活
椎
排

水
を
。
町
が
埋
殿
し
た
下
水
道
瞥
を

通
じ
て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
流
す

汚
水
腎
を
い
い
ま
す
か
、
こ
の
流
城

下
水
道
の
汚
水
管
は
県
が
工
事
を
行

い
ま
す
。

下
水
道
工
事
の
お
願
い

下
水
道
工
事
か
実
施
さ
れ
ま
す
と

交
通
や
み
な
さ
ん
の
家
の
出
入
り
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で

ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
か
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
。
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
下
水
道

課
（
魯
8
5‐
2
1
1
1

内
線
２
６
１
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

平成３年度 工 事 箇 所 図

町
花
も
も
の
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

〈
下

水
道

マ
ン

ホ
ー

ル
蓋
〉

国見町公共下水道工事

費の一部は「郵便局の
簡易保殃・郵便年金」
の瞶立金から還元融資
を受けているものです

国 見 町
藤田郵便局

公

共

汚

水

ま

す

と

排
　
水

設
　
備

■
公
共
汚
水
ま
す

家
庭
や
事
業
所
の
汚
水
を
下
水
道

に
流
す
た
め
、
ま
た
清
掃
や
検
査
の

た
め
に
使
い
ま
す
。

設
置
場
所
は
。
公
共
用
地
（
道
路

等
）
に
接
す
る
私
有
地
側
に
お
願
い

し
て
お
り
、
町
で
は
下
水
道
工
事
の

際
、
酸
当
す
る
家
庭
等
か
ら
「
公
共

ま
す
設
置
確
認
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
。
一
宅
地
一
個
の
公
共

汚
水
ま
す
を
設
置
し
ま
す
。



■
排
水
般
備

家
庭
の
台
所
、
便
所
、
浴
室
な
ど

の
排
水
を
町
で
設
置
し
た
公
共
汚
水

ま
す
に
っ
な
ぐ
も
の
で
す
。

排
水
設
備
は
、
公
共
下
水
道
の
使

用
開
始
の
公
示
後
、
個
人
負
担
に
よ

り
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

工
事
は
町
の
指
定
す
る
工
事
店
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
．

排水般備の完成図
(分 流 式)

9月10日は全国下水道促進デー

“下 水 道 フェ ア91"
★と　 き　平成３年９月７日（土）

12: 30～18:00
平成３年９月８日（日）
10 : 00～17:00

★ところ　福鳥ルミネ（福鳥釈ピル）５階

「ネクストホール亅 「オークルーム亅
゛内

．
Ｅ

。 「環境保貝と下水道
」夕

●膕　示 下水道に閧するパネル。槓
璽、機器等

●お楽しみコーナー

・ ちぴっこ広場（遊び堝）　　　 。
・無料金魚すくい、ふうせん、わた

菓子プレゼント
・来場者記念品プレゼント

鬻入鳩無料お気軽にお立ち寄りください。

■問い合わせ 福鳥県土木部下水道課
電話 ２１－1111
(内線59 2373  )

ルールとマナーと思いやり

心ふれあう

みんなの道路

８月・道路をまもる月間

道
路
は
、
自
動
車
・
歩
俘
者
な
ど

の
通
行
空
間
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か

に
、

一
電
気
、
霞
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道

な
ど
の
公
共
公
益
施
設
の
収
容
空

間
●
緑
化
、
通
風
、
採
光
な
ど
の
良
好

な
居
住
環
境
の
形
成
の
た
め
の
空

問
．

な
ど
．

い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
．

私
た
ち
は
、
家
の
中
は
い
つ
も
き

れ
い
に
整
と
ん
し
て
い
る
の
に
、
い

っ
た
ん
街
に
出
る
と
ど
う
も
マ
ナ
ー

に
欠
け
る
よ
う
で
す
．

商
品
や
広
告
看
板
、
ぽ
転
車
な
ど

が
乱
雑
に
置
か
れ
て
お
り
、
通
行
す

る
時
に
大
変
迷
感
と
な

り
て
い
ま
す
．

も
う
一
度
、
道
路
へ
の
心
遣
い
や

マ
ナ
ー
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
マ
ナ

ー
）

１
道
路
は
広
く
、
上
手
に
！

道
路
は
み
ん
な
の
空
間
で
す
。
自

転
車
を
放
置
し
た
り
、
資
材
等
酖

き
場
に
し
て
。
通
行
す
る
人
ぴ
と

に
迷
感
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
樹
木
の
繁
茂
期
に
あ
る
今
、

道
路
に
は
み
出
し
た
枝
は
伐
採
し

ま
し
ょ
う
。

叨
違
法
畦
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
／
’

違
法
駐
車
は
道
路
利
用
の
妨
げ
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
事
故

の
原
因
や
緊
急
時
に
お
け
る
活
助

の
妨
げ
と
も
な
り
、
と
て
も
危
険

で
す
．
ル
ー
ル
を
守
り
て
い
つ
も

広
々
と
使
え
る

Ｉ
フ
に
し
ま
し
ょ

《
思
い

や
り
〉

Ｉ

潤

い
を

与
え
る
花

木
を
大

切

に
／・

沿
道
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
や
草
花

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
洞
い
を
与

え
、
快
適
な
生
活
空
間
を
つ
く
り

出
し
ま
す
．
ま
た
．
空
き
缶
や
夕

バ
コ
の
吸
い
殼
な
ど
ゴ
ミ
の
な
い

道
路
は
、
人
の
心
を
さ
わ
や
か
に

し
ま
す
．
道
路
は
い
つ
も
き
れ
い

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

お　　　礼

このたびの「雲仙普賢岳火山災害たすけ

あい亅 の実施に際しまして、町民の皆さん

から多くの義援金。ご援助を賜わりまして、

誠にありがとうございました。

皆さんからお寄せいただいた多くの温か

い義援金は、早速、県共同募金会を通じ、

鳥原市・深江町の被災されたかたがたにお

届けいたしました。

罹災されたかたがたにとりましては、皆

さんの力強い励ましや、お心遣いが大きな

心の支えになりていることと思います。

本当にありがとうございました。

日赤国見町分区

共募国見町分会



国

見
町

職

員

採
用
試
験
案
内

平
成
四
年
度
の
国
見
町
職
員
（
大

学
卒
程
度
）
探
用
候
欄
者
試
験
を
次

に
よ
り
行

い
ま
す
。

▽
試
験
廠
種
・
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
（
行
政
）
・
若
千
名

▽
受
験
資
格

昭
和
4
1年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
4
5

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
平
成
４
年
３
月
ま
で
に
大
学

卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者
。

▽
賦
験
方
法

第
一
次
…
教
養
試
験

第
二
次
・：
面
接
及
び
作
文

▽
賦
験
の
期
日
・
鳩
所

・
平
成
３
年
９
月
叨一
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
受
付

・
福
島
県
自
治
会
館
（
県
庁
西
隣
り
）

’二
次
試
験
に
つ
い
て
は
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
．

▽
受
験
手
続

・
申
込
用
紙
は
国
見
町
役
場
で
交
付

し
ま
す
。

・
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
国
見
町
役
場
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
．
受
験
蔡
を
受
噴
し
た
と
き

は
、
最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
本
人
の
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
６
㎝
×
繊
4
.
5`）

を
は
っ
て
．
試
験
当
日
に
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
．

▽
受
付
期
間

８
月

１
日
（
木
）
～

８
月
3
1
日
（
土
）

午
前

８
時

半
～
午

後
５
時

た

だ
し
、

日
曜

日
、
第
一
７

第

四

土
曜

日
は

閉
庁
で

す
の

で
受
付

を

行

い
ま
せ

ん
。

（
郵
送

に
よ

る
申

込

み
は
、

８
月
2
8
日
ま
で

の
消

印

有
効
ｙ

■
問
い
合
わ
せ

国
見
町
役
場
総
務
課

S
S
2
1
1
1
　内
線
１
２
１

職

員

募

集

公
立
藤
田
病
院
組
合

平
成
四
年
度
採
用
の
公
立
藤
田
病

院
組
合
職
員
｛
大
学
卒
程
度
｝
採
用

候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

▽
賦
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

社
会
福
祉
士
・
若
干
名

▽
受
験
資
格

昭
和
4
3年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
平
成
４
年
３
月
ま
で
に
大
学

卒
業
（
杜
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

を
有
す
る
）
見
込
み
の
者
。

▽
賦
験
方
法

第

一
次

―：
教

養
献
験

第

二
次
・・・
而
接

及

び
小
論
文

▽
賦
験
の
期
日
・
鳩
所

・
平

成
３
年

９
月
2
2
日
（
日
）

午

前
９
時

か

ら
受
付

・
福

鳥
県
自

治
会

館
（
県

庁
西

隣
り
）

二
次
献

験
に

つ

い
て

は
一

次
試
験

合

格
肴

に
通

知
し

ま
す

。

▽
受
験
手
続

・
申
込
川
紙
は
公
立
藤
田
総
合
病
院

で
交
付
し
ま
す
。

・
申
込
用
祇
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
公
立
藤
田
総
合
病
院
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
’
受
験
禀
を
受
領
し

た
と
き
は
、
最
近
６
か
月
以
内
に

撮
彫
し
た
本
人
の
写
翼
（
上
半
身
、

脱
附
、
正
面
向
き
、
縦
６
ｍ
ｘ

損

4
.
5
m
）
を
は
っ
て
、
試
験
当
日
に

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

８
月

１
日
（
木
）
～

８
月
3
1
日
（
土

）

午
前

８
時
半

～
午

後
５
時

郵
送

の
場
合

は
８

月
2
8
日

ま
で

の

消
印

有
効

■
問
い
合
わ
せ

公
立
藤
ｌ
総
合
刑
院
庶
務
課

Ｓ
卵
2
1
2
1

老
人
精
神
保
健

相
談
会
を
開
催

お
年
寄
り
か
日
常
ど
ん
な
気
持
ち

で
過
ご
し
て

い
る
の
か
を
知
り
、
そ

の
老
人
の
気
持
ち
に
な

う
て
い
り
し

よ
に
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
か
、
お
年

寄
り
を
世
話
す
る
う
え
で
大
切
な
こ

と
で
す
．

保
原
保
髄
所
で
は
、
次
の
日
程
で

『
老
人
晴
神
保
健
相
談
会
』
を
閧
催

し
ま
す
．
是
非
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
．

▼
日
　

畤

９
月
1
9日
（
木
）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
４
時

▼
会
　
鳩

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
甞

・
町
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

・
保
健
婦
に
よ
る
介
護
指
導

・
介
護
用
品
の
展
示

・
老
人
性
痴
呆
症
患
者
を
介
護
す
る

家
族
の
話
し
合
い

■

問
い
合
わ
せ

福
島
県
保
原
保
健
所

Ｓ
ｎ
3
1
2
1

省 エ ネ

み
ん
な
で
実
行

知
恵
と
工

夫
と
心
が
け

現
在
、
卩
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約

八
割
を
海
外
に
、
ま
た
、
六
割
を
石

油
に
依
存
し
、
こ
の
石
油
の
約
七
割

を
中
東
に
依
存
し
て
い
ま
す
．
こ
の

た
め
昭
和
四
十
八
年
の
第
一
次
オ
イ

ル
シ
″
ツ
ク
以
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
・

と
こ
ろ
か
．
こ
こ
数
年
、
生
産
活
動

か
好
調
な
こ
と
や
わ
た
し
た
ち
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
た
こ

と
や
、
さ
ら
に
は
。
雀
エ
ネ
ル
ギ
ー

意
識
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
瓣
要
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
湾
岸
危

機
で
の
径
験
や
地
球
温
暖
化
な
ど
地

球
環
境
へ
の
対
応
か
ら
も
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

特
に
、
冷
房
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
か
増
大
す
る
こ
の
季
節
、
限
り
あ

る
資
淵
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
。

家
鷹
で
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
省
エ
ネ
・
チ
ェ

ツ
ク

皿
部
屋
の
温
度
は
2
6度
か
ら
2
8度
を

目
途
に
、
冷
房
が
過
度
に
な
ら
な

い
よ
う
こ
ま
め
な
調
整
に
努
め
ま

圍
不
要
な
照
明
．
冷
房
槻
器
．
テ
レ

ピ
は
こ
ま
め
に
消
し
ま
し

ょ
う
．

固
で
き
る
か
ぎ
り
、
鉄
道
や
バ
ス
な

ど
の
大
量
輸
送
機
関
を
利
用
し
ま

団
マ
イ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
経
済
運

転
（
高
速
道
路
で
の
速
度
は
お
お

む
ね
時
速
8
0㎞
）
に
よ
る
走
行
な

ど
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
．

８

月

今
月
の
納
税

（
納

期

限
…
９

月
２

日
）

国
民
健
康
保
険
脱
｛
第
２
期
｝

町
　
県

民

晩
（
第
２
期
）

お

し

ら

せ



み
ん
な
で
防
犯

楽
し
い
夏
を

夏
は
解
放
感
と
気
の
ゆ
る
み
．
暑

さ
と
疲
労
な
ど
を
要
因
と
し
た
事
件
．

事
故
か
多
く
な
り
ま
す
．

家
族
み
ん
な
で
防
犯
に
心
が
け
．

事
件
や
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
・

○
痴
漢
や
誘
拐
に
ご
注
意

夏
は
身
も
心
も
開
放
的
に
な
り
、

痴
漢
な
ど
の
性
的
犯
罪
が
大
変
多
く

な
り
ま
す
．
心
の
カ
ギ
を
締
め
て
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ

・
知
ら
な
い
人
の
言
う
こ
と
は
聞
か

な
い
、
つ
い
て
行
か
な

い
よ
う
に

敬
え
ま
し
ょ
う
。

・
暗
い
夜
道
の
ひ
と
り
歩
き
や
、
知

ら
な
い
人
の
車
に
は
絶
対
に
乗
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
痴
襖
の
被
害
に
あ
り
た
り
、
不
審

な
人
を
見
か
け
た
時
は
、
す
ぐ
に

一
一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い
．

＠

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

夏
は
気
の
ゆ
る
み
な
ど
か
ら
少
年

非
行
の
井
生
え
る
季
節
で
す
．
特

に
、
万
引
な
ど
の
『
初
発
型
非
行
』

は
、
他
の
非
行
の
誘
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動
を

見
守
り
、
親
子
の
対
話
の
時
間
を

増
や
し
、
適
切
な
指
碑
助
言
を
与

え
ま
し
ょ
う
．

９月９日
救急の日

救
急
応
急
手
当

講
　

習
　

会

も
し
、
家
族
か
け
か
を
し
た
り
、

急
に
倒
れ
た
ら
。
あ
な
た
な
ら
ど
う

し
ま
す
か
？
　
手
当
て
の
方
法
が
わ

か
ら
ず
、
慌
て
て
し
ま
い
戸
感
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切

な
応
急
手
当
て
か
。
そ
の
人
の
尊
い

命
を
守
り
ま
す
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
で
は
、
８
月
1
4

卩
か
ら
９
月
1
5日
ま
で
「
救
愈
応

急
手
当
講
習
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
て
の
知

廠
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
講
習
会
は
団
体
・
グ
ル
ー

プ
単
位
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

一
９
3
1
9
0

119番は

落ちついて正確に

個
人
事
業
者
の
方

消
費
税
の
中
間
申
告
・
　

納
税
は
９
月
２
日
ま
で

個
人
事
業
者
の
方
で
。
平
成
二
年

分
の
消
費
税
額
か
六
十
万
円
を
超
え

る
方
は
、
中
間
申
告
が
必
要
で
す
。

中
間
申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税

額
は
、
平
成
二
年
分
の
消
費
税
額
に

十
二
分
の
六
を
乗
じ
た
金
額
で
す
。

な
お
、
平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
を
一
課
税

期
間
と
み
な
し
て
仮
決
算
を
行
い
、

こ
の
仮
決
算
に
基

づ
い
て
消
費
税
額

を
計
算
し
て
中
間
申
告
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
福
鳥
税
務
署

酋
佃
３
１
２
１

・
税
務
相
談
室
福
島
分
室

ｓ
ａ
4
8
1
1

戸 籍 の 窓口
(７月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

宏 樹(ひ ろ き)紺野　 歳 本　 町

勇 峻(ゆ う や)山田 勇一 鵤　 田

巣 宏(たかひろ1大波　 洋 山　 根

将{ し ｊ う}松淵 一行 光 明 寺

蒻 奈(り　 な)渡郎 繭利 高　 墟

今日子(きょうこ)高檎　 孝 町　 東

浩 章(ひろあき)熊坂 一正 内 谷 酉

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐 藤 克 成

三 浦 昭 子

菊 地 古 伴

陞 籐 智恵子

町内会

寫 町 北

郡 山 市

石毋田原

山　 槙

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

奥 山 亀 －　　90　　 駅　 前

半 澤　ミョ子　　61　　 駅　 前

後 藤 み の　　86　　 賄　 田

大 隕 賢 二　　66　　 石ほ田原

八 巻 秀 雄　　62　　 第　 八

紺 野 征 鵆　　47　　 本　 町

佐 緜 二三四　　67　　 上　 野

星　　 輝 男　　62　　 山 崎 舘

人 口 と 世 帯

８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人

口

男5.7 人｛－ １｝

女6  ,160人(  十 3 )

一計11,899 人(  十 2 )

世帯敷2.  9戸(  十 t)

転　入　16人

転 出　13人

出　生　７人

死 亡　８人

８月　 葉月（はづき）

日 (月）バイクの日

24 日 ( 処 暑

日 ( 日】満 月

3011｛金1 防災週問

９月　 長月（ ながつき）

一 日 (  田 防 災 の 日

二 百 十 日　

１

９ 日 （月 ）救 急 の11

日  ( 火 ） 全 国 下 水道 促 進 デ ー

馬 日 (  日 ) 敬 老 の 口

』.

． ．．I,ld

心配ごと相談日
場所 ： 役場 二 階 相 麟 亶 （東輿人口●らお入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったこ とや、相鮫ごとがあり ましたら。

お気僅l二ご 相飯下 さい。秘宙は絶対 に守ります。

〔相 談 輿〕

８月23日（金）樋口　濟三・後藤　アヤ

９月５日（木）曳地 善作・渋谷 愛子

９月13  日 (金）佐久間 巖・井砂喜代子



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

魯8  5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

子
育
て
コ
ー
ナ
ー

森
江
野
幼
稚
園
家
庭
教
育
講
座

醸
芳
中
校
長
大
草
栄
治
先
生
の

講
話
か
ら
-

新
人
類
と
い
わ
れ
る
若
い
人
た
ち

の
中
に
は
『
大
き
な
幼
児
』
『
幼
い

青
年
』
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
が
多
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
幼
児

期
に
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
か
成
人
前
の
青
年
期

に
心
と
体
の
成
長
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

か
ら
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
く
な
り
て
、
い
ろ
い
ろ
な
岡
題
と

な
っ
て
暴
発
し
ま
す
。

子
育
て
の
基
本
は
『
発
達
課
題
』

を
達
成
さ
せ
る
こ
と
。
年
令
相
応
に

青
て

る
こ
と
で
す
。
と
く
に
幼
児
前

期
（

）
～
三
才
）
で
は
『
自
立
心
』

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
失
敗
の
体
験
が
大
切
。
親
が
手
を

貸
し
て
ば
か
り
い
る
と
。
世
の
中
は

す
べ
て
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
る

と
思
い
こ
み
ま
す
・

外
に
出
て
遊
ぽ

う
と
す
る
と
「
あ

ぷ
ね
か
ら
」
と
い

っ
て
引
止
め
る
。
こ
れ
は
自
然
に
育

つ
は
ず
の
自
立
心
や
自
発
性
の
芽
を

擒
ん
で
し
ま
い
ま
す
・

こ
の
自
立
心

の
土
台
か
な

い
ま
ま
幼
稚
園
や
小
学

校
の
集
団
の
中
に
入
っ
て
決
め
ら
れ

た
学
習
や
活
動
か
で
き
ず
、
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
問
題
か
生
じ
る
。
こ
の

活
動
期
（
六
才
～
十
二
才
）
に
充
分
、

冒
険
や
探
求
活
動
が
な
い
と
青
年
期

に
な
っ
て
「
自
我
同
一
性
」
が
育
た

ず
幼
児
性
か
ら
卒
業
で
き
な
い
で
『

大
き
な
幼
児
』
「
幼
い
青
年
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
つ
け
の
基
本

で
あ
る
耐
性
（
こ
ら
え
性
）
も
身
に

つ
か
ず
、
観
に
暴
力
を
ふ
る
い
、
世

を
す
ね
て
吐
会
に
害
を
な
す
よ
う
に

も
な
り
ま
す
。

公
民
館
で
は
九
月
よ
り
「
幼
児
家

庭
教
曹
学
級
」
を
開
講
し
て
。
こ
う

し
た
基
本
的
な
学
習
や
、
身
近
か
な

具
体
的
問
題
や
子
育
て
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
お
互
い
に
語
り
あ
い
、
は

げ
ま
し
合
っ
て
間
題
解
決
の
力
量
を

身
に
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
『

て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
実
施
要
項

や
募
集
の
チ
ラ
シ
は
後
ほ
ど
配
り
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

成
人
学
級
だ
よ
り
発
行

今
年
度
の
成
人
学
級
は
去
る
五
月

八
日
開
講
い
た
し
ま
し
た
か
。
学
級

懇
談
会
で
、
成
人
学
級
の
学
習
活
動

に
対
し
て
関
心
と
理
解
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
活
動
を
積

極
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

す
で
に
学
級

の
広
報
担
当
（
多
勢

勝
芙
会
計
）
を
中
心
に
、
精
選
さ
れ
、

充
実
し
た
内
容
か
盛
ら
れ
た
第
四
号

が
発
行
さ
れ
、
公
民
館
二
階
階
段
の

踊
り
場
の
掲
示
板
に
貼
布
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
来
館
の
折
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「

自
然

」
に

つ
い

て

学
ぶ

阿
津
賀
志
学
級

阿
津
賀
志
学
級
で
は
八
月
二
日
、

第
二
回
目
の
奉
仕
作
業
と
方
郎
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
旧
佐
藤
案
住
宅
や
公
民

館
周
辺
の
除
草
、
午
後
は
、
森
江
野

町
民
セ
ン
タ
ー
岡
辺
の
除
草
を
行

う

て
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
師
は
昭
和
天
皇
か
会
沖
に
行
幸

さ
れ
た
時
、
植
物
に
つ
い
て
ご
案
内
、

ご
説
明
役
を
な
さ
れ
た
元
福
鳥
高
等

学
校
畏
折
笠
常
弘
先
生
で
、
『
昭
和

天
皇
と
植
物
研
究
と
の
か
か
わ
り
』

に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
楽
し

く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ま
た
、『
心
の
豊
か
さ
』
と
閲
連
し

て
、
用
意
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に

『
自
然
』と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
く

わ
し
く
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
間
は
価
値
を
求
め
て
生
活
す
る

か
、
自
ら
の
為
（
健
康
安
全
、
快
さ
、

有
用
さ
、
真
善
美
、
心
の
安
ら
か
さ
）

ば
か
り
で
な
く
、
他
の
為
に
生
活
す

る
こ
と
の
大
切
さ
、
更
に
物
事
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
作
為
で
な
く
、
有
為
に

生
き
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
か
、
出
席
者
一
同
感

銘
を
深
く
敖
し
ま
し
た
。

お
話
の
間
に
、
楽
し

い
歌
な
ど
も

あ
り
、
満
足
感
、
充
実
感
を
も
『
て

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
学

習
会
で
し
た
・

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
会

優

勝
　

大

木
戸
Ａ

チ

ー
ム

七
月
二
十
八
日
、
梅
雨
明
け
し
た

よ
う
な
炎
天
下
で
。
第
十
二
回
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
町
民
遥
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会

に
は
。
精
鋭
七
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
ち
ぴ
っ
こ
パ
ワ
ー
全
開
、
好

試
合
か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

大
木
戸
Ａ
チ
ー
ム

準
健
勝
　
町
東
チ
ー
ム

第
三
位
　
小
坂
チ
ー
ム

貝
田
ク
ラ
ブ
優
勝

～

県
民

ス
ポ
ー
ツ
県
北
地
城

壮
年
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
～

七
月
二
十
一
日
。
二
本
松
市
と
そ

の
近
隣
町
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た

第
四
十
四
回
県
総
体
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
県
北
地
城
大
会
壮
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
に
出
場
し
た
貝
田
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
県
北
地
城
十
八

市
町
村
の
代
表
チ
ー
ム
と
熟
闘
の
末

堂
々
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

寄
贈
品

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
ぞ
う
き
ん
　
　
　
　
　

二
十
枚

小
坂
栄
郊
会
第
二
婦
人
部
様

○
ぞ
う
き
ん
　
　
　
　
　
　

九
枚

藤
田
第
一
長
寿
会
婦
人
部
様

○
ぞ
う
き
ん
　
　
　
　
　
　

十
枚

山
崎
長
舞
会
婦
人
部
様

○
ぞ
う
き
ん
　
　
　
　
　
　

十
枚

阿
津
賀
志
第
二
寿
会
婦
人
部
様

忘
れ
物

最
近
、
町
民
プ
ー
ル
を
は
匕
め
、

体
育
館
な
ど
の
利
用
者
に
忘
れ
物
が

多
い
よ
う
で
す
。

特
に
子
ど
も
の
帽
子
か
多
く
、
こ

れ
ら
の
忘
れ
物
は
公
民
館
で
保
管
し

て
お
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
方
は
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

忘
れ
物
を
し
な
い
よ
う
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。



見
学
学
習
に

参
加
し
て

多
　
勢
　
勝
　
美

成
人
学
級
と
中
央
婦
人
学
級
と
の

合
同
学
習
か
、
去
る
七
月
十
七
日
團

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
梅
雨
前
線
か
東
北
地
方

北
部
か
ら
三
陸
沖
に
か
け
て
横
切
り

梅
雨
明
け
の
間
近
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
蒸
し
暑
い
一
日
で
し
た
。

参
加
者
は
五
十
四
名
。
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
と
ワ
ゴ
ン
車
に
分
乗
し
、
午
前

十
時
に
公
民
館
前
を
出
発
、
福
島
市

に
向
か
い
ま
し
た
。

最
初
の
見
学
は
、
人
江
町
に
あ
る

芸
術
文
化
の
殿
堂

『
福
島
市
音
楽
堂
』

昭
和
五
十
九
年
三
月
に
完
成
し
た
三

階
建
、
一
階
に
は
大
ホ
ー
ル
（
千
余

席
）
練
習
室
（
各
室
に
は
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
が
一
台
ず
つ
備
え
て
あ
る

）

か
七
室
。
ほ
か
に
楽
屋
、
事
務
室
が

あ
り
、
二
階
に
は
小
ホ
ー
ル
。
楽
屋
、

食
堂
等
が
あ
り
ま
し
た
か
、
何
ん
と

い
・
て
も
こ
こ
で
の
お
目
当
は
デ
ン

マ
ー
ク
製
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
し

ょ
う
。
こ
の
日
は
丁
度
オ
ル
ガ
ン
演

奏
者
が
レ
フ
ス
ン
し
て
お
り
、
そ
の

美
し

い
膏
色
を
聞
く
こ
と
が
で
き
幸

運
で
し
た
。

次
は
、
音
楽
堂
と
隣
り
合
せ
に
哇

っ
て
い
る
。
福
島
が
生
ん
だ
偉
大
な

る
音
楽
家
「
古
関
裕
而
の
記
念
館
≒

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
に
開
館
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
名
の
通
り
、
氏

に
関
す
る
賢
料
（
写
真
、
色
紙
、
楽

譜
等
）
の
展
示
。
ま
た
氏
に
よ
っ
て

作
曲
さ
れ
た
作
品
の
巾
か
ら
百
曲
を

自
由
に
選
択
し
て
、
へ

″
ド
ホ
ー
ン

で
聞
く
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り

て
い
ま
す
。
隣
り
に
は
氏
が
（
作
曲

な
ど
の
）
仕
事
場
と
し
て
使
川
し
た

部
屋
か
、
当
時
の
ま
ま
に
再
現
さ
れ

て
あ
り
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
音
楽
家

古
関
裕
而
の
偉
大
さ
に
感
服
し
ま
し

た
。
以
上
二
か
所
で
乍
前
の
見
学
を

終
え
、
『
あ

ぶ
く
ま
会
館
』
に
到
着

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
昼
食
。

午
後
は
国
道
四
号
線
添
い
に
あ
る

『
県
警
本
部
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
』

（
旭
町
）
に
到
着
。
直
ち
に
管
制
室

に
案
内
さ
れ
て
、
交
通
の
安
全
と
円

滑
の
た
め
の
新
し
い
交
通
管
制
シ
ス

テ
ム
に
つ

い
て
係
官
よ
り
ユ
ー
モ
ア

を
混
じ
え
て
の
説
明
を
受
け
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
が
県
内

の
道
路
交
通
全
体
の

管
理
を
行
い
。
安
全
で
走
り
易
い
交

通
環
境

づ
く
り
に
大
き
な
役
削
を
果

た
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
。
こ
こ
に

勤
務
す
る
方
々
の
ご
苦
労
と
ご
努
力

に
改
め
て
感
謝
す
る
と
共
に
、
私
達

ひ
と
り
ひ
と
り
か
交
通
事
故
か
ら
自

ら
の
身
を
自
ら
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
再
確
認
し
、
最
後
に
「
福
鳥

地
方
気
象
台
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

こ
こ
気
象
台
は
私
達
の
生
活
に
直

接
関
係
し

｝
時

た
り
と
も
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
気
象
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
て

い
る
施
設
、
内
に
働
く
人

の
仕
事
は
地
味
で
あ
り
、
決
し
て
華
や

か
さ
は
な
い
か
重
要
な
職
場
で
あ
る

こ
と
に
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

も
多
分
に
洩
れ
ず
、
現
在
は
全
て
が

機
械
化
さ
れ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

か
観
測
、
通
信
、
解
析
、
予
報
な
ど

の
難
し
い
計
算
を
や
っ
て
く
れ
る
と

の
こ
と
。
し
か
し
最
後
に
決
め
る
の

は
や
は
り
人
間
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
を
掌
び
、
明
日
か
ら
の
析

聞
、
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
、
天
気
図

等
に
も
興
昧
深
く
接
す
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。

本
日
の
見
学
で
見
聞
を
広
め
た
一

同
は
、
元
気
に
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

Ａ交通管制センターで
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・成人、中央婦人学級グループ活動(ちぎり絵)

���・町民ゴルフ教室
�������・婦人、高齢者運動会参加団体代表者会議

�21�水 �

・少年仲間づくり教室、阿津賀志学級交流活動

(伝承文化)
�����３�火 �

・町長抔争奪ナイターソフトボール大会開会式

�������・子ども移動図書館（森江野小）

���・中央婦人学級（押し花） ��４�水 �・子ども移動図書館（大技小）

���・子ども移動図書館運営委員会 �
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・阿津賀志学級研修旅行(いわき方面1 泊2日)

�������・中央婦人学級（手編み）
�23�金 �・ペタンク普及講習会

�����８�日 �
・少年仲聞づくり教室（史跡めぐり）

�25�日 �・町民ゴルフ教室
�������・町民ゴルフ教室

�26�月 �・阿津賀志学繊グループ活動（ 書道）
�����10�火 �一成人、中央婦人学級グループ活動（書道）

�28�水 �・成人、中央婦人学級合同学習（国際理解） ��11�水 �・中央婦人学級研修旅行（会津方面）

�30�金 �・阿津賀志学級 グループ活動（ ちぎり絵） ��12�木 �・子ども移動図書館（ 大木戸小）

����歯考 ���
・ ％ 伊達地方スポーツ大会　　　

家庭 バレーボール会場（動労者体育館）
爾　　 考 ���

・ ％ 県立移動図番館あづま号巡回　　　(14: 50

国兇町役鳩)



お
年
寄
り
と
子
供
た
ち

楽

し

く

交

歓

会

大
枝
季
節
保
育
所
の
子
供
た
ち
と

お
年
寄
り
の
交
歓
会
が
七
月
六
日
、

西
大
枝
葉
会
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
区
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
だ
ち
と
の
ふ
れ
あ

い

を
深
め
、
予
供
た
ち
の
思
い
や
り
の

心
を
育
て
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い

る
も
の
で
、
今
年
は
約
。白
人
か
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習

を
重
ね
て
き
た
子
供
た
ち
の
か
わ

い

ら
し
い
お
遊
戯
に
、
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
は
大
喜
び
。
一
つ
ひ
と
つ
の
演

技
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。桃

の
Ｐ
Ｒ頼

み
ま
す

モ
モ

の
収
硬

か
最

盛
期
を

迎
え

た

七
月
二

十
四
日

、

お
い
し

い
福
鳥
の

く

だ
も

の
を

全
国
に

Ｐ
Ｒ
す

る

「
叨

ミ

ス

ビ
ー
チ
」

か
役

場
を
訪

問
し
ま

し
た

。

こ
の

日
訪

れ
た
ミ

ス

ピ
ー
チ

は

。

宍

戸
昭

子
さ
ん

（
1
9
）、
佐

々
木
湖

さ

ん
（
1
9
）、
安
郎

史
忠

さ
ん
｛
1
8
｝、
膏

野
淳
子

さ
ん

（
1
9
）、
の
四

人
。
宍

戸

さ
ん
ら

は

「
甘

く
、

お

い
し
い
福

鳥

産
の
モ

モ
を

は
匕

め
。
ナ

シ
、
リ

ン

ゴ
な
ど

福
励

特
産

の
く
だ
も

の
を
令

国

に
売

り
込

み
ま
す

」
と
力

強
く

語

つ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
の
皆
さ
ん
は
、

首
相
官
邸
表
敬
訪
問
や
福
鳥
駅
新
幹

線
ホ
ー
ム
で
の
販
充
。
テ
レ
ビ
出
演

な
ど
を
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
八
月

十
一
口
か
ら
十
七
日

ま
で
は
、
お
盆
の
帰
省
客
で
に
ぎ
わ

う
東
北
自
動
車
道
国
見
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
も
モ
モ
の
販
売
に
活
躍
し
ま

す
。

大
に
ぎ
わ
い

納
涼
歩
行
者
天
国

町
商
工
会
宵
年
部
｛
晧
苅
榮
治
部

長
｝
主
催
の
「
第
四
回
納
涼
歩
行
者

天
国
」
は
八
月
三
日
、
町
中
心
部
の

川
四
り
国
道
約
二
百
六
ｔ
に
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
商
店
街
と
町
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
。
し
ち
っ
き
人
会
や
バ
ナ
ナ
早

食

い
大
会
、
宝
く
じ
ゲ
ー
ム
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
か
繰
り
広

げ
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
七
時
か
ら
は
会
場
中

央
に
設
け
ら
れ
た
特
設
や
ぐ
ら
を
囲

み
、
盆
踊
り
か
ス
タ
ー
ト
。
浴
衣
姿

や
仮
装
に
身
を
包
ん
だ
大
勢
の
人
た

ち
か
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

災
害
畤
の
連
絡
を

速
や
か
に

～
防

災
行

政
無
線

を
導
人
～

町
で
は
、
今
年
の
秋
か
ら
防
災
行

政
無
線
を
導
入
し
、
災
害
時
の
連
絡

体
制
を
強
化
し
ま
す
。

こ
れ
は
。
町
内
で
の
災
害
発
生
時

に
素
早
く
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
現
状
を
速
や
か
に
把
握
す
る
こ

と
か
必
要
で
あ
る
た
め
、
災
害
現
場

と
役
増
を
結
ぶ
無
線
設
備
を
設
置
す

る
む
の
で
す
。

導
人
す
る
無
線
機
は
役
場
内
の
基

地
に
一
台
と
三
台
の
公
用
車
に
一
台

ず
つ
、
さ
ら
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
型

の
携
帯
機
が
六
台
で
す
。

第
３
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
　
　

林

さ

ん

が

優

勝

第
三
回
国
見
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

は
。
快
晴
に
恵
ま
れ
た
七
月
二
十
一

Ｈ
、
町
内
の
在
住
、
在
勤
者
九
十
七

名
か
参
加
し
。
白
鳥
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

ニ

ハ
ホ
ー
ル
・
六
、
五
四
四

ヤ
ー
ド

ー
パ
ー
七
二
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
．

競
技
は
一
ハ
ホ
ー
ル

ー
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
．
ダ
ブ
ル
ベ
リ
ア
方
式
で

行
わ
れ
．
林
明
さ
ん
か
七
一
・
〇
の

好
ス
コ
ア
を
マ
ー
ク
し
、
見
事
優
勝

し
ま
し
た
．

《
大
会
の
結
果
）
　
　
　

敬
称
略

優

勝
　
　

林
　
　

明

準
僅
勝
　
　

菊
地
　
久
典

第
一
位
　
　

佐
久
間

信

第
二
位
　
　

本
宿
　

尚

第
三
位
　
　

荒
木

輝
征

ペ
ス
ト
グ
ロ
ス
林
　
　

明

編
集
日
記

○
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
キ
ャ
ン

プ
研
修
に
同
行
。
力
を
合
わ
せ
て
行

っ
た
食
事
の
準
備
、
夜
空
を
焦
が
し

た
キ
ャ
ン
ブ
フ
フ
イ
ヤ
ー
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
夏
の
素
睛
ら
し
い

思

い
川
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

発
行
・
褊
恣

国
見
町
企
‐画
商
ｔ
ふ
課

福
島
県
伊
達
郡
国
兇
町
大
字
一
Ⅲ
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

一

九
六
九
Ｉ

．
匕
　

魯
一
〇
こ
四
五
ｙ
八
五
－

．
．一
一
一

’代
表
）

▲かわいらしいハッピ姿で

Ａ役姐を訪問したミスピーチの皆さん

▲バナナ早嘖い大会

４ナイスショット

わ

だ

い
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